
イL-

ナ
カ
ノ
ズ
イ
ア
ン
中
野
瞳
安
蹄
は
資
、
宇
は

士
深
、
分
間
と
践
し
た
。
も
と
石
川
氏
。
事
保
十
九

年
金
稼
に
生
ま
れ
、
経
義
を
中
西
鰻
漢
に
皐
ぴ
、
密

を
岩
脇
煩
庵
に
受
け
、
還
に
貧
層
十
三
年
務
の
老
臣

横
山
氏
の
侍
留
と
な
り
、
天
明
七
年
滞
留
に
摺
で
ら

れ
た
が
、
寛
政
十
年

E
Eご
日
江
戸
の
客
舎
に
夜
し

た
。
享
年
六
十
五
。

ナ
カ
ノ
ズ
イ
ア
ン
中
野
趨
庵
芋
は
子
復
。
初

都
叉
玄
、
簡
は
致
、
纏
堂
と
観
し
た
。
歩
士
小
頭
島

問
方
畿
の
=
一
子
で
、
留
中
野
随
安
の
闘
と
な
b
、
文

万
圭
を
京
師
の
縞
弁
楓
亭
に
畢
ん
だ
。
寛
政
十
年
随

ナ
力
ノ
タ
ウ
ゲ
中
ノ
隙
能
奨
郡
縄
海
郷
に
臆

す
る
部
務
。
越
菅
賀
三
州
志
般
櫨
考
に
、
こ
の
村
に

域
第
と
い
う
て
、
墾
・
土
居
の
治
肢
の
向
存
す
る
腕

が
あ
る
と
記
す
る
。
城
第
は
城
屋
敷
で
あ
る
。

ナ
ガ
ノ
ダ
カ
イ

F
ウ
バ
タ
長
野
田
街
道
端
け
N

m
M
H
F

能
奨
郡
長
野
悶
の
内
の
小
手
。

ナ
カ
ノ
タ
キ
中
ノ
灘
能
美
郡
丸
山
の
地
内
で
、

部
落
か
ら
東
北
二
粁
の
芋
谷
に
あ
る
。
高
さ
】
二
米
。

ナ
カ
ノ
タ
ヒ
ラ
中
卒
好
一
村
知
羽
咋
郡
鵜
野
屋

の
内
の
小
手
。

ナ
カ
ノ
タ
ヒ
ラ
ヤ
マ
仲
卒
山
は
シ
ダ
タ
珠
洲

郡
馬
繰
の
内
の
小
字
。

家
の
領
地
が
加
州
額
田
庄
及
び
入
国
庄
に
あ
り
、
叉
一
安
夜
し
て
そ
の
様
百
三
十
石
を
襲
ぎ
、
文
化
六
年
前

櫨
申
納
言
中
院
運
世
は
、
永
正
十
六
年
十
二
周
サ
一
二
岡
野
贋
の
侍
留
と
な
り
、
導
い
で
球
主
十
石
を
加
へ
、

日
加
賀
で
諸
じ
、
内
大
臣
申
院
遁
矯
も
永
線
八
年
丸
一
文
政
三
年
十
三
沼
サ
=
一
日
渡
し
た
、
事
年
誠
十
託
。

月
三
日
加
州
山
内
で
諾
じ
た
と
見
え
る
こ
と
に
就
い
一
ナ
ガ
ノ
ス

Z
S
Y
長
野
季
光
遜
稽
彦
蕊
郎
。

て
、
そ
の
諮
践
を
考
諾
し
た
短
篇
で
あ
る
。
一
能
管
の
士
。

E
平
六
年
ハ
税
臨
ご
)
正
用
得
江
石
王
丸

ナ
カ
ノ
ガ
ハ
中
ノ
川

J
ヲ
ゾ
ウ
ガ
ハ
尾
添
一
代
長
野
彦
玩
郎
季
光
の
箪
忠
紋
に
、
去
年
十
月
骨
三

川

。

一

日

越

中

の

敵

氷

見

渡

に

攻

来

る

や

石

王

丸

の

所

領

志

ナ
カ
ノ
カ
マ
中
ノ
釜
珠
洲
郡
春
日
野
の
内
の
一
繰
越
山
を
普
回
し
て
職
ひ
、
十
一
周
一
一
一
日
撤
井
上
布

小

字

。

一

袋

丸

・

1

富
来
彦
十
郎
等
能
菅
富
衆
院
か
ら
出
て
鹿
島

.
ナ
カ
ノ
ゴ
ウ
中
ノ
江
能
美
郡
板
諸
郷
に
毘
す
一
郡
花
見
槻
に
寄
せ
来
た
の
を
迎
へ
、
四
日
敵
飯
田
宿

る
部
務
0

・

・

一

ハ

mm咋
部
飯
山
か
〉
に
陣
取
っ
た
の
で
、
之
を
越
中

ナ
力
ノ
ゴ
ウ
中
ノ
鏑
石
川
郡
に
臆
す
る
部
務
ρ
一
に
遁
.
ひ
、
・
四
月
京
都
か
ら
'
能
管
に
下
っ
た
守
秘
桃
井

大
正
十
年
十
周
来
問
・
針
遣
を
併
合
し
て
新
に
申

J

郷
一
一
一
兵
部
大
輔
・
滋
抑
制
に
随
一
ひ
.1

十
九
日
敵
桃
井
兵
陣
助
直

と
稽
し
た
0

・
¥
・
一
・
・
こ
一
億
府
越
楠
か
ら
進
ん
で
鹿
島
郡
高
畠
宿
に
陣
し
、
十

ナ
カ
ノ
シ
マ
中
ノ
島
鹿
島
郡
能
昌
胃
腸
ιな
る
丸
・
一
三

J

一
周
一
日
石
王
丸
の
領
羽
咋
郡
志
雄
保
に
ゆ
合
せ
来
た

木
部
落
の
神
に
在
る
島
0

・
.
，
一
の
と
戟
ひ
、
十
三
日
義
網
の
鹿
島
郡
金
丸
城
を
敵
が

ナ
カ
ノ
ジ
ユ
・
ワ
イ
ツ
中
野
+
渇
金
滞
の
俳
人
。
一
攻
め
た
か
ら
獄
中
よ
り
討
出
で
、
今
年
正
用
品
"
一
日

泡
都
民
祭
。
石
坂
角
掲
に
住
し
、
青
紫
庵
の
焼
を
京
一
里
見
彦
七
の
勢
に
毘
し
て
羽

m城
ハ
所
在
不
明
)
の
攻

都
か
ら
繕
ぎ
、
叉
節
を
製
造
し
て
名
人
と
い
は
れ
た
。
一
撃
に
典
っ
た
と
あ
る
。

明
治
四
十
三
年
一
周
十
五
日
七
十
七
歳
を
以
て
授
。
一
ナ
ガ
ノ
ダ
長
野
田
能
美
郡
徳
橋
郷
に
腐
す
る

ナ
力
ノ
シ
ョ
ウ
中
ノ
産
能
美
郡
板
棒
郷
に
毘
一
部
帯
。

す
る
部
帯
。

十
力

ナ
カ
ノ
マ
ザ
ナ
ホ
中
野
正
直
逝
稽
奥
十
郎
。

石
黒
字
六
の
子
で
、
中
野
領
従
の
後
を
受
け
、
天
保

四
年
三
用
御
算
舟
者
に
任
じ
、
近
藤
信
行
に
抵
き
て

閥
抗
の
鈍
感
皆
停
を
受
け
、
そ
の
助
手
と
し
て
明
倫

堂
に
教
授
し
た
。

E
直
ま
た
安
政
四
年
関
学
和
の
百

五
十
年
患
に
留
り
、
野
田
寺
町
立
像
寺
に
記
念
の
碑

を
建
て
、
六
年
七
刃
渡
し
た
。
養
嗣
子
直
久
そ
の
・
趨

梁
を
受
け
た
が
、

E
に
明
治
維
新
に
際
し
て
頭
角
を

露
す
を
得
な
か
っ
た
。

ナ
カ
ノ
マ
タ
中
ノ
又
岡
京
都
上
叉
の
内
の
小

宰。
ナ
ガ
ノ

εツ
ノ
プ
長
野
光
信
逝
構
左
衛
門
四

郎
。
能
脅
得
江
石
王
丸
の
家
士
。

E
平
六
年
ハ
観
惚

ご
〉
八
周
得
江
石
王
丸
代
長
野
左
衛
門
四
郎
光
信
の

著
到
肢
に
、
七
且
廿
九
日
足
利
義
詮
が
婿
州
護
向
の

ナ
カ
ノ
ツ
ウ
ア
ン
中
野
温
庵
韓
は
建
、
宇
は

子
直
。
随
庵
の
子
で
あ
る
。
文
政
三
年
実
残
し
て
そ

の
俸
百
八
十
石
や
・
襲
ぎ
、
前
m
m
H臆
の
諾
後
提
稲
院

夫
人
の
向
襲
と
な
り
、
叉
前
m
m
H壌
に
侍
し
た
。
弘

化
元
年
除
去
十
石
を
往
し
て
ご
百
三
十
石
を
受
け
、

文
久
元
年
そ
の
子
敬
を
し
て
家
を
嗣
が
し
め
、
ご
年

十
周
抗
日
七
十
一
歳
脅
以
て
残
し
た
。

ナ
カ
ノ
ツ
グ
ヨ
リ
中
野
績
従
遁
構
庄
兵
衛
。

明
理
堂
と
観
し
た
。
寛
政
十
年
定
番
歩
に
加
へ
ら
れ
、

俸
四
十
伎
を
受
け
、
同
年
和
問
耕
臓
に
代
っ
て
明
倫

堂
の
第
県
師
範
を
勤
め
、
文
政
元
年
御
作
事
場
の
算

用
方
主
付
を
殺
帯
し
、
六
年
門
前
m
教
育
の
功
に
よ
っ

て
加
俸
十
依
脅
受
け
、
天
保
三
年
四
用
事
年
七
十
七

で
残
し
た
。

ナ
カ
ノ
ハ
シ
中
之
橋
金
制
仲
梼
梁
記
に
、
『
申
の

橋
、
長
と
村
井
の
聞
の
橋
也
。
』
と
あ
っ
て
、
惣
締
摘

な
る
食
月
用
水
川
の
橋
で
あ
っ
た
。
今
こ
の
名
を
存

せ
ぬ
。

ナ
カ
ハ
シ
中
橋
金
課
橋
梁
認
に
『
中
橋
、
ナ

ぢ
か
い
犠
つ
ど
き
。
』
と
あ
る
。
金
課
古
蹟
志
に
、
昔

は
賢
建
穏
と
申
橋
の
次
に
、
前
間
近
江
守
の
下
屋
敷

遜
に
も
用
水
川
の
橋
が
あ
っ
た
が
、
申
橋
は
こ
の
三

つ
の
申
聞
で
あ
っ
た
震
の
名
穏
で
あ
る
。
涯
賃
の
金

稼
闘
に
は
ま
だ
中
橋
が
な
い
。
そ
れ
は
川
筋
が
今
の

知
く
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
記
す
る
。

ナ
カ
ハ
シ
中
橋
河
北
郡
弁
上
庄
に
屈
す
る
部

帯。ナ
ガ
ハ
シ
長
橋
珠
洲
郡
商
梅
郷
に
毘
す
る
部

落。

同

ト

団

一

際

之

島

剖

と

い

ひ

、

同

年

十

周

得

江

石

王

丸

一

一

代
長
野
左
衛
門
四
郎
光
信
の
軍
忠
般
に
、
九
月
十
八
=

日
足
利
隼
氏
・
義
経
江
州
下
向
の
際
能
管
の
守
礎
桃
=

弁
兵
都
大
輔
義
網
の
軍
に
鴎
し
、
九
月
十
ご
日
北
岡
=

の
敵
を
八
相
山
に
破
h
v
、
十
周
十
四
日
倉
氏
等
入
浴
=

の

時

亦

之

に

供

事

し

た

と

あ

る

。

=

ナ
カ
ノ
ヤ
中
野
屋
岡
京
都
櫛
比
庄
に
邸
す
る
盲

邸

務

。

=

ナ
カ
ノ
ヤ
チ
中
J

谷
内
臨
京
都
寺
山
の
内
の
=

小

字

。

=

ナ
カ
ノ
ヨ
ウ
ア
ン
中
野
護
庵
字
は
則
昔
、
樟
=

は
E
。
橘
問
と
鋭
し
た
。
元
崎
間
氏
で
中
野
随
庵
の
=

女
婿
と
な
っ
た
も
の
。
留
を
京
師
に
感
ん
で
令
名
を
=

得
た
が
、
文
化
八
年
八
且
丸
日
廿
四
歳
を
以
て
裂
し
=

た

。

=

ナ
ガ
/
ヨ
シ
キ
長
野
官
踊
街
字
は
伯
難
。
梅
山
=

叉
は
振
古
腐
と
脱
し
た
。
留
を
犠
ん
で
古
訟
を
能
〈
=

し
、
文
化
三
年
六
周
十
三
日
夜
。
享
年
七
十
四
。
そ
盲

の
子
に
高
松
字
は
茂
識
が
あ
っ
た
が
、
事
和
元
年
七
E

用品
u
九
日
三
十
九
歳
に
し
て
突
に
先
だ
ち
夜
し
た
。
=

ナ
カ
バ
サ
ξ

中
按
腿
島
郡
江
曾
郷
に
邸
す
る
=

部
務
。


